
 

     

 日頃、地域医療連携にご支援・ご協力をいただきありがと

うごさいます。 

 平成24年4月1日のがん診療連携拠点病院の更新を控え、

がん連携パスの運用にむけて準備をすすめています。がん連

携パスによって、患者さんの主治医が複数になり、異常の早

期発見や、患者さんのそばに立ったきめの細やかな診療が期

待されます。 

 今回は、がん連携パスの運用経過についてご報告します。                          
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１．５大がん（胃・大腸・肝･肺･乳腺）地域医療連携パスとは？  

 患者さんに安心で質の高い医療を提供するために、がん拠点病院と地域の連携医療

機関が、患者さんの治療経過を共有するためのツールです。「医療機関用共同診療計

画書」と、患者さん用の「私のカルテ」で構成されています。 

 １）地域医療の質を保証すること（医療の均てん化）  

 ２）医療機関の機能分化（地域完結型） 

３．これまでの運用経過と今後の予定 

       ５大がん地域医療連携パスの運用にむけて 

 １）秋田県がん連携協議会が秋田県統一パスを作成  … 平成22年12月 

 ２）秋田県統一パス・私のカルテのダウンロード開始 … 平成22年12月下旬 

 ３）秋田県がん連携協議会が秋田県内の登録医を募集 … 平成22年12月24日 

 ４）院内がん連携パス運用検討会を開催       … 平成23年2月3日 

 ５）東北厚生局へのがん治療連携指導料の申請    … 平成23年3月 

 ６）外来・病棟・委員会・他部門との検討会     … 平成23年3月 

 ７）かかりつけ医（がん連携指導料申請終了）との検討会 … 平成23年4月 

２．目的 

 H23年10月まで 

がん拠点病院としての要件を

満たすことが目標です！ 

 医療機関用共同診療計画書（医療者用パス） 


